




(Mario Praz 1986-1982)はその『肉体と死と悪魔』(La carne, la morte e










































(Alfred Jarry 1873-1907) のパタフィジックなる考えこそ世紀末文学の宣
言と捉えて良いだろう．普遍ではなく，例外を追求する科学．同様の考え






































































































技法の着想を得たのはスティーヴンスン (Robert Louis Stevenson 1850-
1894) の『宝島』(Trasure Island, 1883) からなのだが，シュウォッブは



















































































































































































































































































































































































































































































































1) P. E. Robert, Marcel Proust lecteur des Anglo-Saxons, pp. 96-102.
2) セザンヌ (Paul Cézanne 1839-1906) の「台所のテーブル」（Table de la
cuisine, 1888-1890 頃）はその一例である．テーブルやその上の水差しなどが
複数の視点から捉えられた像として描かれている．
3) 1877年 5月 16日，先に解散した国民議会によって選出された君主主義的傾向
のある大統領マクマオン (M. E. P. Mac-Mahon 1808-1893) が，下院の支持
を受けた共和派の首相シモン ( Jules Smon 1814-1896) を辞任させ，王党派の







ル (Jules Dufaure 1798-1881) に内閣を組織させることで議会主義を認める形
となって終わった．
4) A. v. Gennep, Les rites passage参照．















主張した．Pierre Darmon, Médecins et assasins à la belle époque, Edition du
Seuil, 1989. 参照．
9) Œuvres complètes IV, p. 18.
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10) Œuvres complètes IV, p. 11.
11) Œuvres complètes II, p. 8.
12) Œuvres complètes II, p. 8.
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